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第４章 農作業におけるリスクアセスメント

のための、チェックリスト、

ハザードマップ

１．チェックリストの作成に当たっての考え方

（１）あれもこれものチェックから、重要課題のチェックに変更

すでに前項で、今回のチェックリスト作成に当たっての考え方を述べたが、ここで改め

て考え方を簡潔に提示しておきます。

リスクアセスメントをする場合、想定される危険があるか否かを、まずチェックリスト

で確認します。

すでに述べた通り、これまでのチェックリストは、とにかく「危険と考えられる事項」

を全て掲げチェックする方法が取られてきました。つまり、事故を「頭の中で想像」し、

考えられるチェック項目を全て掲げる、との手法である。

しかし、事故は一般的に起こっているのではなく、具体的に頻度の高い「事故様態」が

あり、その中でも「重症度の高い」事故様態があることを主要４機種の農業機械で明らか

にしました。つまり、事故の要因を細部に分解するのではなく、事故全体を俯瞰して、ど

のような事故が頻度高く起こっているか、また重傷度の高い事故は何かを把握して、優先

的に対策を取るためのチェックリストとしました。当たり前と言えば当たり前ですが、こ

れまでこのような手法を取ったチェックリストはほとんどありません。

ある農作業安全の手引き書のリスクアセスメントの記述の中で、刈払機の事故について

のチェックリストが列記されています。作業現場の想定は堤防であす。細部にわたるチェ

ックリストが掲げられていますが、最も重要なチェック項目が欠落していました。

刈払機事故で最も頻度が高いのは、「対面調査」、「富山調査」、「2000年調査」では、「斜

面での不安定姿勢」による事故です。しかし手引き書には、この問題のチェックが完全に

欠落しています。堤防には斜面があり、不安定姿勢に起因する事故が最も多く起こり、か

つ重症度も高い。そうであれば、この斜面に対するチェックリストを第一義的に取り上げ、

優先的に対策を講じなければなりません。しかし、この指摘が全くありません。

つまり、これまでの多くの農作業安全に関する「成書」と呼ばれる物の中には、事故の

実態からかけ離れたチェックリストが多く掲げられてきています。その点、今回のチェッ

クリストは、単に危ないと「思われる」事象ではなく、事故様態の頻度や重傷度の高い事

象について、中心的にチェックリスト項目として掲げたのが特徴です。

だたし、主要農機４農機以外の農作業については、頻度や重傷度が検証できていません。

しかし、ここに掲げたチェック項目は、事故の実態、特に「対面調査」の事故事例の裏づ

けのある項目です。また、あわせて、受傷後取られた対策など、事故の減災対策、回避策

について、セットとして例示しました。

これらのチェックリストが現場の実態にあわせてよりいいものに改変され、農作業事故
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防止の一助になれば幸いです。

（２）「環境」、「物」の評価と対策を第一義的にしたチェックリスト

第２の特徴は、他産業の労災対策では当然の手法ですが、環境、物の評価を、人の評価

の前に行い、その評価に基づき、まず対策を講じます。その後、人の評価をする、という

手順です。

前項で詳しく述べましたが、「『人はエラーを起こす』ことを前提に機械の設計、環境

改善をすべき」と、多くの専門家が述べています。しかし、農作業現場では、環境改善が

具体的に取られたり、環境設計基準や機械の設計基準が「人はエラーを起こすことを前提

に」作られていません。機械が危険を回避するように作られていないのにも関わらず、事

故が発生すると「当事者は、取り扱い説明書をよく読むべきであった」等、「人の責任」

へと落ち着いてしまいます。

今回のチェックリストでは、「環境」、「物」の評価を第一義的に行い、それに基づいて

最初に対策を取る、それでも残った危険について「人」の側で対策する、との構成としま

した。

もっと厳しく言うと、最初に「環境の欠陥」、「物（農業機械・農具・農業資材）の欠

陥」を徹底して検証指摘することです。その指摘に基づき､環境・物についてリスク回避

・減災対策を取ることです。

環境評価には、ハザードマップとチェックリストの作成が上げられます。

ハザードマップの作成に当たっては、農作業環境は、気象、季節、社会的に変動する、

との視点が必要です。

例えば、これまで問題なく通れた道でも、大雨で路肩が崩れ、これまでと異なる危険が

発生します。春先は枯れ野原であっても、夏に草が生い茂って、作業境界が不鮮明となり

ます。通行量が少なかった道路が新会社が出来た、イベントが開催された等で交通量が激

変します。このようにハザードは自然現象、社会現象により時々刻々変化します。その視

点でのハザードマップの更新が必要です。斜面作業は若者に取って問題ない傾斜であって

も、高齢者にとっては大変危険な斜面となります。「チェックリスト」による評価が必要

であす。

農業機械では、安全装備つきの新車に直ぐに更新できるほど資金的余裕がありません。

とすれば、現状の機械で対応せざるを得ず、危険部位が当然存在します。その危険部位が、

どこにあるか、つまり欠陥がどこにあるか、最初に評価する必要があります。ただし、欠

陥を指摘しても、自分でその欠陥を修理、改造、改善できる訳ではありません。となると、

ここで最後の手段として、人間側で「注意」せざるを得ません。

これは、古い機械だけの問題ではありませんこれまでの調査から、新しい機械でも当然

対策を取っておくべき対策がとられていない事例が多数存在します。先に述べた農業機械

の面取りなどは典型的な事例です。

これまで、多くの場面で農業機械の欠陥を指摘すると、農業機械の技術者からは、大変

不評です。「お金がかかる」、「高いと農家は買わない」との議論に直結することが多かっ

たのですが、費用は変わらず、ある点を「設計変更するだけ」で安全が高まる事例にも、
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多く出会ってきました。

いずれにしても、まず最初に「農業機械・農具」の欠陥を指摘することは、リスクアセ

スメントを行う上で重要な手順です。

（３）アクションチェックリストとして提示

例えば、トラクターが公道を走る場合、「交通量の少ない一般道、農道を選んで走る」

か、について、回答肢として、

①そうだ

②ちがう

の２択の回答肢もありますが、次のように

①必ず、そうしている

②必ず、するよう心がけている

③時々、そうしている

④特に、気にしていない

などのようにグレードをつけての３～１０程度の回答肢を準備することもできます。

今回は、２択の回答肢のみとし、前問の例で言えば、

①そうだ

②ちがう

のみの２択とし、「ちがう」と回答した場合、設問で問いかけている行動、アクションを

とること、つまり対策を必ずとる形式としました。このような形式のチェックリストを「ア

クションチェックリスト」と呼ぶます。

つまり、設問に対して、「ちがう」であれば、必ず設問が掲げる内容の対策をとること

を求める形式であす。

このように「イエス」、「ノー」の回答肢ではなく、もっと微妙な中間的な回答肢を準

備した方が回答しやすい、との意見もあります。が、今回のチェックリストでは、「どう

しても対策を必ず取るべき課題」をチェックリストとして掲げました。

つまり、今回のチェックリストは、「あれも、これもチェック」から、事故の頻度が高

く、重症度が高い項目を選定して掲げています。ですから、「ちがう」との回答の場合は、

必ず対策をとるべき課題です。

特に、アクションチェックリストの項目は、その項目が守られなければならない事項で

あるだけでなく、そのまま即「改善策」、「対応策」ともなるものです。

もちろん、これらのチェックリストは暫定的なものであり、現場で使用しつつ、ブラッ

シュ・アップすべきです。また、同じ作物であっても、南北3000kmもある日本では、自然

環境や栽培方法が異なり、その土地土地に適合したチェックリストを作り上げていくこと

が重要です。今回の例示は、そのたたき台として提示したものです。

いずれにしても、全国の農作業事故の現場に立ち、かつ事故に遭った方からの提案改善

事例も想定しつつ、チェックリストを作成したものであり、より現場に合う物とするのは、

現場の農家の皆さん方自身です。

以下に、今回作成したチェックリストを提示します。
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２．環境・物(農機・用手具等)のリスク指摘のためのチェックリスト、

ハザードマップ作成の視点

－ハザードマップ・チェックリスト作成に当たっては、

「こんなもんだ」から「これで危険はないのか」の視点を－

農作業環境は、圃場整備などが終了すると、その後数十年単位で容易に変更出来なくな

ります。その場所で何年も作業を続けていると、「こんなもんだ」、「特に問題はない、そ

れよりこの環境でいかにうまく仕事をするかが大切だ」と、現在の環境の問題点に気づき

にくいものです。そして、事故が起こると、「自分がもっと注意すればよかった」となり

ます。

これは、機械や道具・農業資材についても同様です。いったん導入した機械に欠陥があ

っても、「こんなものだ」となり、事故が起こると環境と同様に「自分がもっと注意すれ

ば良かった」となります。

環境に関するハザードマップやチェックリスト、機械や道具・農業資材のチェックリス

トでは、改めてこの「環境・機材でリスクはないのか」を問いかける視点が必要です。以

下に、いくつかのポイントについて掲げます。このポイントは、全て「対面調査」などで

の事故事例やヒヤリハットの裏づけのある項目です。

（１）環境について

＜道路＞

公道：道路幅が十分か、交通量が多くないか、カーブや交差点がないか、

アップダウンの有無、すれ違い時の退避場所の有無、道路交通標識があるか

農道：道幅は十分か、急坂・滑りやすい場所、路肩は鮮明か、道草が生い茂っていない

か、悪路・タイヤの取られる場所がないか、作業機をつけた時道幅は十分か、

昇降路・進入路：

進入路の場所は圃場に対して適切な位置にあるか、

進入路の幅は十分か、斜度は十分緩いか、

進入路から道路に出た時、余裕を持って直角に曲がることの出来る幅があるか

＜法面・傾斜のある圃場＞

草刈り場所：

斜度は40度以下か、周辺に立木・電柱などの構造物がないか、小段はあるか

草が生い茂ると隠れる構造物がないか、

側溝・用水路の間際に足場が確保出来るスペースがあるか、

＜農地など＞

水田：畦が風化でデコボコか、畦の上面は水平か、畦は十分に堅固で高いか、

畦幅は十分か、収穫時に乾きにくいところがあるか
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圃場周辺の法面の斜度は適切か

樹園地・畑地など

デコボコがないか、機械の進行方向によっては転倒のおそれのある傾斜はないか

脚立の設置が無理な場所はないか

用水：水の取り入れなど、無理な態勢が必要ないか、安全柵があるか

＜施設＞

作業場としてスペースは十分か、整頓されているか、照明は十分か、

２階：安全柵があるか、昇り降り用の階段の設置と手すりがあるか、

重量物運搬の補助具があるか

＜畜舎＞

床が滑りやすくないか、照明は十分か、清潔か、整頓されているか

牛などが怖がる段差や場所がないか、寒暖を適切に調整できるか

（２）農業機械・用手具・農業資材など

＜農業機械＞

機械の回転など、危険箇所が剥き出しになっていないか

昇降に適したステップの位置や高さか

取説が分かりやすいものか、ギヤの入った位置が誤解することのない設計か

ギアが抜けやすい構造ではないか、面取りが十分か、緊急停止の構造が適切か

作業機や肥料などの荷重をかけたとき、不安定になる構造となっていないか

機械に貼ってある表示は適切か

ギアやレバー類の長さが長すぎて、衣服に引っかからないか

暗いときに後方から十分に機体を確認できる表示等の設置が適切か

右左折の合図が後方から十分に確認できるか

＜用具・手具＞

当該作業に適切な構造、長さ、太さであるか、持つのには重すぎないか

劣化していないか

＜農業資材＞

運搬には、重すぎないか、小分けのタンクが用意されているか

農薬の種類が一目で分かるか

以上、主なものを掲げたが、それぞれの個別の作業において、現場でのブラッシュアッ

プの参考にしていただくと幸いです。
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３．チェックリストの内訳

今回、検討したチェックリストは以下の一覧表の通りです。

最初に最も事故の多い、トラクターの走行時のチェックリストを掲げた。トラクターの

走行は、耕種作業、園芸作業、畜産における作業でも共通にある作業です。次いで、耕種

作業、園芸作業、畜産の作業別にチェックリストを掲げました。

（１）耕種作業

主に稲作を念頭に置き、各作業工程毎におけるチェックリストを作成しました。

トラクターの事故は、圃場の出入り、道路走行時に多くの事故が起こっています。特に

夜間に多く発生しています。低速車マークの張り付けはもちろんですが、一日も早い回旋

灯の設置の義務化が望まれる。また、最近のコンバインは大型化し、特にバック走行や狭

隘な道の走行時に転落等の大きな事故が起きています。農機ではその他田植機等、車で搬

送時のため、積み込み・積み降ろし時に桟橋から転落の事故も大きな事故として起こって

まいす。

その他、水管理、動散による散布、コンテナを積んだ軽トラの転倒、等の事故が起こっ

ています。

（２）園芸（果樹・畑作）作業

果樹作業では、ＳＳ（スピードスプレーヤｰ）による重大事故が多く発生しています。

ＳＳは車幅も狭く、かつ液剤を１トン近く積載し、走行します。タンクの中で液剤は前後

左右にに揺れ、重心が不安定となり、ちょっと傾いた程度で転倒・横転を起こします。

また、果樹での脚立を用いての作業は必須であり、わずかな高さから転落し、重大事故

となっています。高齢者の多い果樹作業では、１，２ｍ以上でなくても、数十センチの高

さでも高所作業となります。墜落、転落の対策やヘルメットの着用による防護が必須です。

（３）畜産

畜産関係では、牛による事故を取り上げました。牛の事故では、搾乳に事故が集中して

おり、そのためのチェックリストを作成しました。参考にしたのは、十勝の４Ｈクラブの

メンバーが作成した牛の事故を防ぐマニュアルである。

また、給餌や牧草の刈り取り、管理、運搬、糞尿の処理などでも多くの畜産関係の農業

機械が使われており、それぞれ典型的な事故が発生しています。今後、事故事例や現場で

の聞き取りで、早急にチェックリストの作成が望まれます。

なお、作業全体の流れの基本的なチェックリストについても掲げました。

チェックリストの作成については、上記に上げた各地の事故調査や主要農業機械４機種

の事故様態分析、また現地の営農指導員、農協関係、実際の農家など多くの方の意見を参

考としました。
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「農作業のリスクアセスメント」のための

チェックリスト

このチェックリストは、「対面調査」などで得られた実際の事故を元に作成したもので

す。具体的な農作業開始前に、このチェックリストでチェックを行い、満たされていない

項目があれば、それが事故の原因になる可能性の高い項目です。

問題項目についての回避対策や減災対策の参考にして頂きたいと思います。

＜チェックリストの利用方法＞

チェック内容を読み、日頃のご自身の作業現場の環境や使用する機械・物、ご自身の行

動に一致していれば、レ点を入れて下さい。一致していなければ、「ちがう」の欄にレ点

を入れて、優先して改善しようと思う項目の「優先」欄に○印を入れて下さい。

＜リスクの判定基準＞

チェック欄の「ちがう」にレ点があると危険が高くなります。レ点の数が多いほど危険

性が高く、対策の緊急性が高まります。

環境の評価（例えば道路）と物（農機・用手具・農業資材など）をあわせて、中間評価

を行います。最終的評価は、人（農作業者）の評価を加えて行います。

全てのチェック内容で「ちがう」にレ点が入らない状況をめざします。



- 87 -

大分類
分類
NO

作業項目

基本
項目

１ トラクターによる荒起こし・代掻き

２ 田植え

３ 水管理

４ 動散による肥料・農薬散布

５ 自脱コンバインによる収穫

６ 籾搬送・荷受け

７ 乾燥・調整

８ 米袋などの重量物の移動

１ ＳＳ作業

２ 脚立作業

３ トラクターのコンテナ走行

４ 刈払機作業

５ ブームスプレーヤーによる農薬散布

６ 耕耘機作業

７ 堀取り機作業

１ 搾乳

２ 牛の移動

３ 傾斜地でのトラクター走行

４ 畜舎内での脚立作業

５ はしご作業

６ 作業場・倉庫・畜舎などの２階での作業

全般 ５ 全般の作業チェック

チェックリスト一覧表

耕
種
作
業

園
芸
作
業

畜
産
作
業

トラクターの道路走行
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＜トラクターの道路走行＞

事故が多く発生し、またいったん事故が起こると重傷に至るケースの多い、「トラクタ

ーの道路走行」を全般の作業の最も重要なチェックリストとして別に掲げました。

そうだ ちがう

①道路状態・
　交通量

・交通量の少ない一般道・農道を選んで通行する

・日没後や日の出前は走行しない

・日没後や日の出前の走行時には、暗くても後方
　から確認できる尾灯や反射板を装備する

③坂道
・通る坂道は、勾配が緩く、天候が悪くても、
　スリップすることなく安全に上下できる

④道路幅・路肩
・車輌に対して十分な路幅があり、路肩も視認
　（路肩ポールなどを含む）できる

①点検・整備 ・手順を決めて、使用する前に必ず点検している

②サイドミラー ・左右にあり、十分な視野が確保できている

③尾灯
・作業機を付けても、後方から見える位置に
　尾灯がある

④反射板
・トラクターの作業機機に邪魔されない位置や、
　作業機に反射板が装着されている

①身体機能
・車両運転・操作に支障を及ぼすような、認知
　機能、平衡機能、瞬発力などの低下がない

②習熟度
・車輌の運転・操作について研修をうけており、
　運転・操作に習熟している

④車輌知識
・死角を含めて、車輌についての基本知識を
　身につけている

⑤危険箇所の認識
・事前の下見や、最新のハザードマップで、
　移動道路や圃場の危険箇所を確認している

(1)
道路の
評価

（環境）

対策
優先

(2)
車輌の
評価

（機具）

(3)
運転者の
評価
（人）

②日没後や
　日の出前の走行

事項 チェック内容
チェック欄

要因
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＊チェックリストの解説と事故防止策

道路走行中の事故は、件数も多く、さらには転落・転倒による下敷きも多く発生してい

ます。機械的には、キャビン付きや安全フレームの装着したもの、またシートベルトの着

用やヘルメットの着用は当然のことですが、あわせて上記の項目のチェックで「ちがう」

となった項目の対策が必須です。

①環境の評価

＜交通量の少ない道を、優先的に選ぶ＞

交通量が多く、後続車が追い越をしやすくするため、左側により過ぎて、そのまま道路

の外に転落する等の事故が発生しています。

また、後続車が追い越しをかけようとした時、右折をして、後続車がトラクターに衝突

し、トラクターが道路外に飛ばされた事故も多く発生しています。

また、長いコンテナなどを牽引したトラクターは、後続車が追い越しをかけ、余りにも

長く、前方から来た車との衝突事故も発生しています。

このような事故を防ぐには、少々遠回りになっても、交通量の少ない道を走行する、交

通量の少ない時間帯を選ぶことが必要です。また、地域ぐるみでトラクター専用道路、側

道を作ったところもあります。

＊ＪＡえちご上越管内では、区画整理時に公道の横に、農業車両専用の側道を設置

＊長野県野辺山地区では、地域の農家が土地を出し合って、トラクター専用道路を設置

特に多い、右折時の追突事故。
低速のトラクターをイライラしながら走っていた後続車、
エイッと追い越した途端、トラクターが右折して追突。

後続車が追い越しできるために、道路
の左側により過ぎて、道路から転落
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＜日没後や日の出前の走行＞

特に夕方、薄暗いと後続車は前を走る

トラクターを認識することができません。

せっかく取り付けた反射板なども、泥や

糞尿で汚れていては、後方からは確認で

きません。また、特に薄暗くなると道路

境が見えにくくなり、路肩や道路を踏み

外しやすくなります。

後方から確認できる反射版等の設置は

もちろんのことですが、そのような時間帯に作業がおよばない、作業手順とすることが最

も重要です。

＜道路状態、坂道・狭い道、路肩が崩れた道＞

急な坂道を、ロータリーを上げて走行中、

ウィーリー（ヒヒーン）状態となり転落事故

が起きています。坂道では、少々濡れている

だけで滑りやすく転落につながります。

また、草などが生い茂っていて、路肩が見

えにくくなっていたり、また豪雨で路肩が崩

れているところを走行していて、転落した事

例もあります。近道をしようと、急坂を走行

中、転落した事例もあります。

事前に道路状況を確認し、路肩が良くわか

るように草刈りをしたり、ポールを設置し境界がわかるようにすることも事故防止につな

がります。 そして、「急がば回れ」、少々遠くてもより安全な道を選びたいものです。

事故後に緩傾斜に改良した事例もあります。

＜道路走行時は、交通規則を厳守＞

現在の日本で、農耕車専用道路は極めて少なく、一般自動車と

共用路線がほとんどです。時々、一旦停止を無視して、交差点を

突っ走るトラクターを見かけることがあります。道路走行時には、

規制標識に従い、一

旦停止や右左折の合

図等々、交通規則を

厳守する必要があり

ます。

狭い道、坂道、路肩が不鮮明な道
事前に道路状況の把握、危険箇所表示

遠回りでも、安全な道を選択

夜間走行におよぶ作業はしない。

道路走行時は、交通規則を厳守

急カーブでのスピー
ドの出し過ぎで横転

Ｔ字路で、一旦停止せずに
スピードの出し過ぎで横転
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②機械の評価

＜汚れのない反射板、テールランプ、作業機を付けている場合は、作業機にも反射板を＞

暗くなってから公道を走行する際には、反射板、テールランプが設置されているのはも

ちろんのことですが、せっかく設置していても汚れていては意味をなしません。夜間走行

時には、特にこの反射板が後続車から見えるか見えないかが、事故発生のキーポイントで

す。また、せっかく取付付けてある反射板も作業機で隠れては、後方から見る事ができま

せん。

＜点検・整備＞

油圧が十分でなく、カーブでブレーキが十分に利かず、ハンドル操作不能となり、坂道

から転落した事例があります。また、クラッチが入りにくい等は、咄嗟の時に対応出来ず、

事故つながっています。

日々の点検がもちろん必要ですが、シーズンの始まり、終了時点での点検項目などを定

め、整備点検簿を整備し、点検項目を一目でチェック出来るようにすると確実です。

＊北海道・十勝の箕浦邦雄さんは、オイル交換をした日時を車体のオイル給油口付近の

カバーに書き込みされ、一目瞭然となるようにしています。

③人（運転者）の評価

＜身体能力＞

病気などで、不自由な体で運転していて、咄嗟の事態に対応出来ず、転落した事例があ

ります。高齢者の事故が多いことは、身体能力の低下も一つの原因と考えられますが、明

確に因果関係を証明することはかなり困難です。しかし、トラクターを溝に落とした、車

庫入れのとき擦った等の軽微な事故も、重大事故発生の危険信号と言えます。

高齢者本人は、「まだまだ」、「俺の方がはるかにベテランだ」との思いもありますが、

重大事故に至る前に、周囲から、運転の取りやめをうながしたり、あるいは、運転を代わ

ることが、事故防止の第一義的な対策です。

テールランプ、反射板が汚
れていて、見えない

作業機でテールランプ・反射板が隠されない

テールランプ、反射板が後
方から確認できる

夜間走行する場合
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＜高齢者は毎年、順調に老化＞

高齢者は確かに若者に比べて大ベテランです。し

かし、年々歳は確実にとり、「順調に老化」してい

ます。昨年出来たことが、出来ない事がジワジワと

出てきます。

また、体の柔軟性も落ち、十分に体を反転出来ず、

不十分な後方確認で、バック時に土手下に転落した

事例もあります。

さらに、様々な疾患や服薬で思うような体の動き

も出来なくなります。

高齢者に、「高齢者である」という自覚を促すこ

とが大切です。

今回、高齢者の「認知⇒判断⇒操作」の能力を評価するための「モグラ叩き」を開発し

ました。トラクター事故の防止、自動車事故の防止の一助となれば幸いです。

＊モグラ叩きによる、「認知⇒判断⇒操作」能力の自己評価
現在、高齢者運転者講習において、認知症のテストや、敏捷性のテストなど幾つかのテ

ストをクリアした者に運転免許の更新が行われています。しかし、この高齢者講習を受講

した者の多くが事故を起こしており、この事故の中には、ブレーキとアクセルを踏み間違

えた等も多く含まれています。

このことは、高齢者講習などでは、運転に必要な「認知⇒判断⇒操作」の能力の衰えを

十分評価しているとは言えません。トラクター等の走行には、当然この「認知⇒判断⇒操

作」の一定水準以上の能力が求められます。そこで、この「認知⇒判断⇒操作」の能力を

評価する、コンピューターゲームとして独自の「モグラ叩き」を開発しました。

このモグラ叩きは、２点、１点、－１点、－２点の異なるモグラのキャラクターが次々

に現れては消えます。高得点を獲得する程、能力が高いと言えます。また得点は高くなく

ても、間違いが少ない、つまりマイナスのモグラを叩かない能力も運転操作では必要です。

つまり、出てくる２点、１点のモグラが出てきたと「認知」し、叩こうと「判断」し、

実際により高得点のモグラを叩くという「操作」の能力を評価しようというものです。

今回、特にトラクターの走行を念頭に、「認知⇒判断⇒操作」の能力について、モグラ

叩きを様々な年代で実施してもらい、年代別の点数曲線を作成し、その曲線から極端に離

れて低い人は、この能力が低い人として自覚を促すツールとしようとの試みです。

また、毎年の健診などにあわせて実施し、昨年の結果と比較し、前年より極端に落ちて

いる場合は、トラクターの運転をやめるなり、より慎重に操作しようとの自覚うながす一

助となればと考えています。なお、現在、多くの人々に農業機械の操作やヒヤリハットの

経験や自動車運転での危険認識などのアンケートとともに実施中です。

なお、モグラ叩きのＷＥＢサイトは下記の通りです。

http://d-poppo.nazo.cc/webapp/mogura-simple/

ワシの方が
ベテランだ
ぞ

毎年、順調に「老化」
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＜実際のモグラ叩きの画面とやり方＞

タブレットにダウンロードし、立ち上げる。最初に、ゲームのルールが紹介されます。

２点、１点、－１点、－２点のモグラのキャラクターが示されます。（初級コース選択）

制限時間は１分間で、サングラスモグラが最も高得点であり、ネクタイモグラが－２点

です。これを、タッチペンで叩き得点します。

ゲームを終了すると､各モグラのキャラクターを叩いた回数と小計、および全体の合計

点が示されます。
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＜習熟度 車両知識＞

特に、兼業農家では、農業機械を年に数回しか操作せず、特に春先には、久しぶりに使

用して、操作方法を十分に確認しないまま、事故につながっています。また、たまたま、

他人から借りたトラクターを坂道に駐車ブレーキをかけたつもりでしたが、自分のトラク

ターのブレーキのかけ方と反対で、坂道を動きだし、川に転落した事例もあります。

このように、特に仕事始めにおいては、分かっているつもりでも、再度、基本を確認す

るルールやポイントを記録することが大切です。特に、同じトラクターでも機種が異なれ

ば操作方法が異なります。

＜危険箇所の認識＞

鋭角カーブ、直角カーブ、狭い道、坂道の確認がなく、道路から飛び出し、転落した事

例が「対面調査」で多数報告されました。

事前の走行路の確認、ハザードマップの作成、特に草の生い茂るところは、季節毎にハ

ザードマップを更新する必要があります。


